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※「業務計画書」に基づきご記入下さい。

業務変更承認申請書
平成○年○月○日
　　国立研究開発法人科学技術振興機構
　　日本・アジア青少年サイエンス交流事業推進室長
　沖村　憲樹　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（実施機関）住　　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機関名・所属
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実施責任者　　　　　　　　　　　　　印
　　　平成○年○月○日付実施協定書
　平成28年度｢日本・アジア青少年サイエンス交流事業（さくらサイエンスプラン）｣実施業務
（○コース:○○○○○○コース）（受付番号:○○○○○○○○）
　上記業務の契約について、下記のとおり変更したいので、実施協定書第９条第１項の規定に基づき申請します。
　変更する内容が実施協定書第９条第１項のどの号に該当するかによって記載のフォーマットが異なりますので下記より選択をして作成してください。
1 【実施協定書第９条第１項第１号に該当】

業務計画書の「１）受入れ機関名、２）送り出し機関名、国名、５）交流計画の目的、プログラム内容」に関する変更をしようとするとき（提出時、青字部分は削除してください。）
記
　　　
１．変更事項
　　　　　　①変更前
　　　　　　②変更後
　　　２．変更の理由
　　　３．変更が業務計画に及ぼす影響及び効果
②【実施協定書第９条第１項第２号に該当】
業務計画書の「６）負担対象費用（経費の区分）」における費目と費目の間で経費の流用(一般管理費への流用増を除く。）を行うことにより、いずれかの費目の額が３割(その費目の３割に当たる額が50万円以下の場合は50万円)を超えて増減する変更をしようとするとき。
但し、上記に拘わらず、一般管理費とその他の費用の相互の流用、渡航費（招へい者の送出機関所在国・地域と日本の間の移動の旅費）からのその他の費用への流用は一切できません。
(例)当初契約額より負担対象費用の直接経費の｢国内旅費｣の500,000円を流用使用とする場合
（提出時、青字部分は削除してください。）
記
１．変更事項
　　　　　　①変更前
　　　　　　②変更後
　　　２．変更の理由
　　　３．変更が業務計画に及ぼす影響及び効果
業務計画書のうち、経費について次のとおり変更する。
　（単位：円）
	費目及び種別
	当初契約額
	増 減 額
	変更後契約額
	備考

	国内旅費
(招へい者国内旅費）
(実施主担当者等旅費)
プログラム経費
(見学料)

(ホームスティ費用)

(実験用消耗品等)

謝金
(講師・講演者)
(学生アルバイト)
その他経費
(消費税相当額)
一般管理費
	1,200,00
( 800,000)
( 400,000)
300,000

( 100,000)
( 100,000)
( 100,000)
   80,000 

(  50,000)

（　30,000）

     60,000
（　60,000）
164,000
	  　△500,000
   (△300,000)
   (△200,000)
300,000

(  50,000)
(  50,000)
( 200,000)
150,000

( 150,000)

(    　 0)

50,000

(  50,000)


	700,000 
( 500,000)
( 200,000)
600,000 
( 150,000)
( 150,000)
( 300,000)
230,000
( 200,000)
(  30,000)
110,000
( 110,000)
164,000
	

	合　　　計
	1,804,000
	 　　　　　0
	1,804,000
	


以上
【様式４】
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